
第33回日本高齢者大会in福島・福島実行

委員会は7月2日に第7回実行委員会（20人参加）、

7月23日に第4回事務局会議（10人参加）を行

いました。いよいよ大会まで2か月と迫る中、

以下の点で議論しました。（人数は1日当たり

人数）

①福島県からの参加者組織は、各医療生協

や地域実行委員会を中心に目標に向けて奮

闘中です。地元の郡山では郡山医療生協が1

20人目標、くわの福祉会後援会30人、年金

者組合郡山も取組を強化しています。福島

医 療生協はマイクロバス3台に加え日帰りも

訴 え、7/29を第一次集約としています。

わたり福祉会もバス1台25人目標、会津は目
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「憲法9条を守れ！高齢者のいのち、健康とくらしを守れ！」

＝静岡県高齢者大会会場からJR磐田駅までパレード（記事P2～ ）

7/2福島実行委員会、7/23同事務局会議

参加者の受け入れ、大会の諸準備、福島県内500人以上参加

の取組進む
福島実行委員会



標達成へ申し込み開始、列車参加も訴えて

います。いわきは独自申込書も作成し、60

人に目標を引き上げました。その他の県南・

須賀川・安達二本松も現地実行委員会事務

局長から再度お願いすることとしました。

➁参加費補助を目的とする福島版「参加のし

おり」の広告集めは8月末までに各地域で目

標へ向け奮闘することを確認。

また「しおり」内容について確認しました。

➂会場案内・道案内・全体会・講座分科会担

当等の大会要員の分担と、各責任者を決定

しました。

➂磐越西線の車両増結問題については、7月16

日に郡山駅でJR東日本仙台支社に再度要請。

臨時列車を含め検討中ということで、7月末

までに結論出すということでした。

（8/1現在回答未です）

④後援名義については、福島県はお断りの返

事。

サブスローガンの「原発ゼロの日本」が不

承認の理由のようですが、残念です。

後援自治体は「しおり」表紙にある29自治

体です。

次回8/6実行委員会までに参加組織・広告集

めに奮闘しようと確認しました。

第６回静岡県高齢者大会が６月８日、磐田

市（ワークピア磐田）で開催され、全県から

約１６０名が参加して、各地域の各分野の高

齢期運動を学び、交流しました。

開催に先立ち、来賓の挨拶では立憲民主党

（県連副代表天野正孝氏）、国民民主党（前

衆議院議員小山展弘氏）、が初めて出席。

日本共産党（参議院静岡選挙区予定候補者鈴

木千佳氏）とともに登壇し、それぞれ野党共

闘としての力強い連帯の挨拶があり大きな拍

手で包まれました。

記念講演は「高齢者の健康、医療と介護～

自分らしく生きる覚悟、老いる覚悟を～」を

テーマに聞間元氏（生協きたはま診療所所長、

静岡県保険医協会理事長）が講演。

「老いるということを改めて実感し考えさせ

られた」「高齢者の現状がわかり、高齢期運

動のポイントがつかめた」「今一番思い悩ん

でいることであり身につまされた」「老い支

度相談センター、高齢者食堂等の社会運動を

すすめていかないといけないと思った」等の

「納得した、元気をもらった」という感想が

多く出されました（感想文から）。

午後からは、４つの分科会・分散会（第１

分科会「介護保険の現状と問題点、介護の経

験を出し合って」、第２分科会「高齢者の貧

困問題」、第３分科会「体を動かして元気に！

＆脳いきいき講座」、分散会「生きがいのも

てるまちづくり～足の確保と生活問題～」に

分かれ、助言者の協力を得て、参加者の活動

交流も含め充実した分科会となりました。

大会終了後は広場で大会決議を拍手で承認

し、会場から東海道線のＪＲ磐田駅までをパ

レード。天候にも恵まれ、みんな元気に「憲

法９条を守れ！高齢者のいのち、健康とくら

しを守れ！」と訴えながら、みんな元気にパ

レードしました。

（静岡県高齢期運動連絡会 小高賢治）
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元気良い歌声

静岡県各分野の高齢期運動を学び、交流！

6・8「第６回静岡県高齢者大会in磐田」に160人参加

野党３党から連帯の挨拶も
静岡県高齢期運動連絡会



静岡県高齢期運動連絡会「第15回定期総会」

が7月2４日に県評会議室で、年金者組合、生

健会、民医連、新婦人、県評から約20名の参

加で行われました。

今年は、講演、学習会は行わず、「第６回

静岡県高齢者大会ｉｎ磐田（6/8）を全県から

約170名の参加で各地域の各分野の高齢期運動

を学び、交流した」ことや「県健康福祉部と

の交渉（10月）に向けて、制度改善などの要

望をまとめ、県側の回答や答弁に対して適切

に指摘できるように学習も強めていこう」な

ど活発な発言が出されました。そして第33回

日本高齢者大会ｉｎ福島を大きく成功させる

ためにも、県の参加目標50名達成に向けて頑

張ることなどの方針を確認しました。

静岡県社会保障推進協議会は7月25日、毎月

行っている25条デー宣伝行動として先月に引

き続き、「75歳以上の医療費負担の原則２割

化に反対する請願署名」宣伝行動を静岡駅地

下コンコースで行いました。地下とはいえ、

梅雨明けした猛暑の中、年金者組合を初め６

団体11人が参加し「75歳以上の医療費原則２

割化に反対する請願署名にご協力下さい」の

横断幕を掲げ、35人の方が署名に応じてくれ

ました。

じっとしているだけでも汗ばむような中で

も、足を止めて署名をしてくれる人は女性が

多く、「これから先のことを考えると怖いわ」

「病気になったらどうなっちゃうの」と不安

を口にして署名をしてくれました。

ハンドマイクで訴えた小高賢治・県高齢期

運動連絡会事務局長、山田美香・県保険医協

会副理事長らは「『（高齢者は）病気になり

がちな人が多く、医療費がかさむから自分た

ちで負担せよ』という発想です。年金を減ら

して社会保障を削減すれば、経済的理由によ

り、ますます必要な医療が受けられなくなり

ます。高齢者の命と健康を脅かす負担増（2割

化）は許されません」などと訴えました。

「初めて知った」という83歳の女性は、「少
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病気になったらどうなっちゃうの！

高齢者の人たちの負担を増やすなんておかしい！

猛暑の中、「75歳以上の原則２割化に反対する請願署名」宣伝行動

静岡県社会保障推進協議会

県高齢者大会成功を力に日本高齢者大会ｉｎ福島を成功させよう！

7.24「静岡県高齢期運動連絡会第15回定期総会」開催

静岡県高齢期運動連絡会

女性が多く署名に応じてくれました

静岡駅地下コンコースで署名活動



ない年金なので息子の扶養になって世話になっ

ている。これ以上負担が増えて息子に迷惑が

かかるようなるのは困る」と署名。72歳の女

性は「年金も減るなかで、介護保険料を天引

きされるなど収入が少なくて今も大変です。

負担を増やすのではなく安心して暮らせるよ

うに福祉を充実してほしい」とペンを走らせ

ました。29歳の女性は「今まで日本を支えて

頑張って来てくれた高齢者の人たちの負担を

増やすなんておかしい。国のやることはめちゃ

くちゃで許せないです」と憤りを口にしまし

た。

6月19日（水）、宮崎医療生協本部会議室で

『2019年宮崎県高齢期運動連絡会総会』を開

催しました。冒頭、岩切八郎会長が「今の高

齢者は『金の卵』と言われ、経済を支え日本

の基礎づくりをしました。高齢者の交通事故

が増えている今日、“高齢者は”と言われて

いるが、私たちが求めているのは“高齢者を

いじめない日本、国民をいじめない日本”。

高齢者パワーを出し合って頑張りましょう」

とあいさつしました。

18年活動報告、19年活動計画、決算・予算

承認後、質疑応答では「連絡会が取り組んだ

高齢者運転免許証返納アンケート、3月度宮崎

市議会に『高齢者運転免許証自主返納に伴う

高齢者の支援』請願を行い採択されましたが、

その後の宮崎市の対応は、

「行事を計画しても車がないと参加が厳し

い。車は高齢者にとって不可欠な問題。交

通手段が不便な地区では、老人クラブも解

体しつつある」などの意見がでました。

学習会では、長年宮崎県社会保障推進協議

会でご活躍された長住和哉前事務局長が『こ

れからの社会保障推進運動』をテーマに「長

年の運動の一歩一歩が取り組みの実現に結び

つきました。地道な運動を継続し、訴えてい

くことが大事です」と話されました。18年度

は8つの団体で活動してきましたが、19年度は

新たに1団体が加盟し9団体となりました。最

後に「高齢期運動の活発な取り組みをみんな

でがんばりましょう」と、閉会あいさつがあ

りました。（事務局 田中裕人）

７月７日、「第２１回七夕ウォーク」が行わ

れました。

この七夕ウォークは１９９９年の国際高齢

者年に広島で開催された日本高齢者大会の成

功をめざす取り組みの一端として始められた

ものです。

広島県高齢期運動連絡会に結集する生健会、

年金者組合、新日本婦人の会、広島医療生協、
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高齢者の願い短冊に込め

7.7「第２１回七夕ウォーク」
広島県高齢期運動連絡会

学習講演する長住和哉氏

日本経済を支えたのは“我々高齢者”

6.19「2019年宮崎県高齢期運動連絡会総会」
宮崎県高齢期運動連絡会



広島中央保健生協のメンバーおよそ１００名

が、中区袋町公園から金座街を経て京口門公

園までの約１・５キロをパレードし、くらし

や平和に関する高齢者の切実な願いを市民に

アピールしました。このウォークに持ち込ま

れた七夕の笹には「平和な暮らしが続きます

ように」「ボケないでいつまでも元気でおれ

ますように」「消費税は暮らしを壊します」

などと書かれた短冊がつるされ、参加したメ

ンバーの思いが込められていました。

出発点となった袋町公園で集会がもたれ、

塚田博会長があいさつし、「憲法九条が、安

倍自公政権の下で壊されようとしています。

二度と戦争はしないと誓って戦後の平和なく

らしを築く営みの一端を担ってきた我々高齢

者の願いを踏みにじらせることはあってはな

らない。今行われている参議院選挙で、九条

改憲を阻止しましょう」と訴えました。

本通り、金座街では多くの市民が私たちの

七夕ウォークに足を止め、「消費税増税を中

止させましょう。マクロ経済スライドを廃止

し『減らない年金』で暮らしを守ろう」の訴

えに共感の拍手を寄せていました。

京口門公園で流れ解散した一行は、女学院

高校前の中徳会館まで移動し、昼食しながら

交流会をもちました。

加川勲さんの軽妙な司会で交流会が進行さ

れ、年金者組合の有志による日本舞踊、広島

医療生協の仲間によるハーモニカ演奏と参加

者全員の歌声、安産亭徳丸師匠の落語「こご

と念仏」と盛りだくさんの芸が披露されまし

た。

集会の最後に「七夕ウォーク宣言」を採択

しました。

（「生活と健康を守る新聞」第2464号

安佐南生健会 牛尾清彦さん記事より）

（一社）日本高齢期運動サポートセンターは、

4月15日～18日の第10回WGに代表団8名派遣し

ました。

本会議で日本NGOとして鈴木靜副団長がステー

トメントし、NGO全大会で井上英夫団長がWGの

運営について前向きにすすめるよう発言し、
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第10回国連高齢化に関する会議 参加報告（№１）

（一社）日本高齢期運動サポートセンター



流れを変えたことなど高齢者人権条約制定の

ため国際的にも大きな役割を果たしました。

国連報告－春爛漫のニューヨークへ

代表団団長井上英夫

今年第10回を迎えた高齢者人権条約制定の

ためのWG作業部会は、春た

けなわの4月15日から18日ま

で、NY国連本部で開催され

ました。今年のテーマは、

① Education, Training, L

ife-long Learning and Cap

acity Building 教育、訓練、生涯学習および

能力開発と②Social protection and social

security (including social protection flo

ors)社会的保護と社会保障、でした。

今年も事前のアンケートがありました。①に

ついては鈴木靜さん、②については高田清恵

さんにご担当いただき、国連に提出しました。

capacity-buildingを「能力開発」と訳します

が、開発というより「能力形成あるいは育成」

としたほうが良いかもしれません。また、Soc

ial protection and social security「社会

的保護と社会保障」も内容的には重複する面

もあり、どのような制度でどのような保障が

なされているか議論し、整理する必要があり

ます。

今年も日本からのレポートとして冊子を持

参しました。①東京保健生活協同組合からの

「和みカフェ」の取り組み②日本年金者組合

からの裁判報告③企業組合伊丹市雇用福祉事

業団の公的就労事業創設の取り組みです。ま

た、昨年に続き、日本文ですが、国連の人権

条約の歴史、経過のわかる論文と資料を満載

した賃金と社会保障の『特集 高齢者人権条

約の実現を！第２弾』、2019年3月上旬号も持

ち込みました。賃金と社会保障2018年3月下旬

号の特集第1弾とあわせてご覧ください。

今年の国連での議論の内容、全体の雰囲気に

ついては鈴木さんのレポートを見てください。

日本のNGOとして高齢期運動サポートセンター

から8名の代表団が参加しました。別表のよう

に、私が団長、鈴木副団長、武市事務局長の

布陣でした。残念なことに、鐘ヶ江サポート

センター専務、鮫島NY事務所長が参加できま

せんでしたが、東京の増子さんご夫妻、岡山

の阪井さん母娘とさらに、伊丹からの高木さ

んの参加とバラエティに富んだ代表団でした。

本会議での発言、NGO会議への参加・発言そし

て各国NGO代表等との交流、さらには日本の国

連大使との面談まで大活躍していただきまし

た。とくに武市さんは、会議の全日程に参加

され、英語も随分上達したそうです。

会議は、朝9時から夕方6時まで続きます。

皆さん、会議の合間にNY見物も楽しみました。

観光ばかりでなく、岡山で精神に障害のある

人々や生活保護利用者の住宅保障に取り組ん

でいる阪井さんは、ホームレスの人々の住宅

事情を調べました。私もご一緒しましたが、

歴史的建造物に認定されている立派なビルで

した。残念ながら中には入れませんでした。

今回の「社会的保護と社会保障」の第二テー

マに関連するのですが、社会保障とは国が、

権利として保障するのが基本ですが、世界的

に公私の役割分担が問題になっています。民

間の力が大きく、アメリカの社会保障は遅れ

ているとされるのですが、中央とくに地方政

府の果たしている役割も大きいのではという

感想をもっています。制度と生活の実態を明

らかにする必要があります。次回を期しましょ

う。

昨年の報告でも、国連における情報の収集

以上に情報の発信が大事であること、そして

何より日本政府への働きかけを強め、高齢化

先進国として高齢者の人権保障の面でも世界

をリードするよう姿勢を転換させる必要があ

ると述べました。

発信の点では、鈴木さんが本会議で発言し

ました。私たちそして世界のNGO運動により、

人権条約への日本政府の態度も変化してきて

います。私も黙っていられず、朝のNGO全体会

議で以下のような発言をしました。

「おはようございます。皆さんの連日のご活

躍に敬意を表します。

国連NGOの日本高齢期運動サポートセンター代

表の井上英夫です。

英語が不得意なので、発言を我慢してきまし

たが、今日は、是非皆さんに聞いてもらいた

いことがあるので、Google翻訳で話します。
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もし、間違っていれば、Googleに責任があり

ます。

2002年、マドリ－ドでの第二回高齢化世界

大会以来この運動に参加してきました。このW

Gには、5回からほぼ毎年参加してきました。

国連に来るたびに、国連の条約担当責任者ロー

ズマリーRosemary、NGOのお世話役スーザンSu

zanはじめ皆さんから、日本政府は条約制定に

反対している。VERY AGAINSTだ。日本政府を

変えなさい、と言われてきました。

そこで、来るたびに、『すみません。努力が

足りません』と、恐縮していました。日本語

で、『肩身が狭い』といいます。

しかし、この間の運動と政府への働きかけで、

日本政府、外務省も3年前から変化してきまし

た。

4年前には、私が政府代表に挨拶に行ったら、

逃げられました。

私が勇気を出して、条約制定を早急に進めて

ほしいと本会議で発言したら、政府代表が、

異例にも、あれは一民間人の意見に過ぎない

と、再発言しました。

私の発言は、よくやったとNGOの皆さんが褒

めてくれましたね。

今日は、私をほめてくれたローズマリーもN

YのムリエルMurielさんも来ていません。時の

流れを感じます。ムリエルさんは体調不良だ

そうですので、今日午後お見舞いに行ってき

ます。

ところが、今年は、政府・外務省の職員が、

私たちを探しに来て挨拶してくれました。

『毎年会議に参加していただいて有難うござ

います』と。びっくりするような変化です。

今日の午後、日本の国連大使が日本のIT関連

のイベントに来ますね。その大使に代表団と

して挨拶できることになりました。

政府の発言も、昨年、条約制定に『必ずし

も反対するものではない』、とニュアンスが

変わりました。

小さな変化ですが、日本にとってあるいは

世界にとっての大きな変化になるかもしれま

せん。さらに大きな変化、ウエーブを巻き起

こし、条約制定につなげたいと改めて思って

います。

皆さんの運動のおかげです。感謝します。

一緒にベストを尽くしましょう。

次は、この場に、日本政府代表が出席し、発

言してくれるようにしたいと思っています。」

その会議の模様も鈴木さんがまとめてくれて

いますが、何より、継続は力なり、を実感し

ました。

午後、NYセントラルパークの近くのアパー

トに、鈴木さんと一緒にムリエルさんをお見

舞いしました。朝の発言を聞いてもらいまし

たが、大変よろこび、またほめてもらいまし

た。ほとんど目が見えなくなって外出は無理

ということでしたが、お元気でした。さまざ

まな思い出の品に囲まれ、ゆったりと暮らし

ているようでした。

アメリカでご家庭に伺ったのは初めてでした

ので、アメリカの91歳の女性そして運動家の

高齢期生活を知ることができました。部屋は、

チリひとつなく片付いていましたが、ヘルパー

さんが週に何回かきているようです。自費な

のか年金なのか、何らかの公的保障があるの

か、これも次回の課題にしましょう。

今回もサポートセンターNY事務所長として

お世話いただいた鮫島きよえさん、鈴木副団

長さん、武市事務局長、サポートセンター専

務鐘ヶ江正志さんそしてご活躍いただいた団

員の皆さんに感謝し、敬意を表します。

（7月30日発行のサポートセンター報

№⑫国連報告特集より）
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ムリエルさんのご自宅で



福島大会成功 中央実行委員会ニュース ② 2019 年 8 月 1 日 

 

〇大会まであと 2 か月切る、参加組織を強めましょう 

各県の参加目標を上回る奮闘を！ 

参加・宿泊申込第二次締め切り 8/26 です。早めの申し込みよろしくお願いします 

7/31 までの福島大会の参加申込は約 120 人のべ 240 人、宿泊申込は 190 人です。一か

月前の 8/26 までには必ず申し込みを行ってください。特に旅館申し込みは早めの申し込

みをお願いします。 

リーフレットは中央実行委員会に 1000 部ほどあります。電話いただければすぐお送り

しますので、大いに活用してください。なお、「参加のしおり」と「ワッペン」は7/30 完

成、順次参加者数（未確定の場合は目標数）を発送します。 

 

第二次申込 8 月 26 日（月）まで （以後大会前日まで受け付けます） 

宿泊申込は ＦＡＸで磐梯熱海旅館組合へ 

 ☆12の旅館が受け入れます。振り分けは旅館組合で行います。旅館の規模は様々です 

が、サービスと受け入れは同等にしっかり行っていただきます。 

参加申込は必ず ＦＡＸで中央実行委員会へ   

各用紙がない場合は中央実行委へ連絡を。ＨＰ（日本高齢者大会 検索）からもダウン

ロードできます。 

〇大会の意義を確認し、魅力的な内容を訴えよう 

  ①参議院選挙後の情勢から、憲法・消費税・社会保障など安倍政権に対する運動がます

ます重大になります。この秋のたたかいの大きな節目として大会を成功させましょう。 

➁8 年目の原発被災地福島から反原発・脱原発の声と運動をさらに広げましょう。 

➂全体会・学習講座・分科会・夜の企画は情勢に見合った魅力的な内容です。リーフレ

ットを広めましょう。 

〇「事故原発周辺めぐる」移動分科会は 8 月 1 日（木）ファックス受付開始しました 

①移動分科会の定員はバス 6 台 270 人です。現地の受け入れの関係で

2 台ごとに 3 コース。行き先はほぼ同じです。 

➁参加費は 2000 円（大会参加費とは別、当日徴収）、車内用の昼食弁

当は用意します。 

午前 8 時出発。午後3 時郡山駅到着予定。 

➂申し込みは所定の申込用紙で中央実行委員会へお願いします。なお、乗車バスは県ごと

にまとめるようにします。 

④移動分科会の集合場所は、「申込書」ではホテル華の湯 7時 50 分とありますが、磐梯熱

海駅付近の旅館に宿泊の方の便宜を考え、磐梯熱海駅 7 時50 分集合も加えました。 

乗車バス号車と集合場所は各県・各自に現地実行委委員会から連絡します。 

8/2 現在 145 名申込 
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